
 

 

 

 

  

 年 頭 に あ た り  上田市少年育成センター 所長 上原 晶 
新年あけましておめでとうございます。 

少年補導委員の皆様には、日頃より青少年の健全な育成、とりわけ街頭補導や環境浄

化活動にご尽力いただき、心より感謝申し上げます。 

１ 新年を迎えて 

 昨年は、長期化するコロナ禍や物価高騰などの影響により、私たちの暮らしは厳しい

状況が続く一年となりました。そんな中、北京冬季オリンピック や サッカーワールド

カップ・カタール大会 の日本選手の活躍に日本中が沸き大いに励まされ、また、 

Withコロナに移行しながら、社会全体として前に進もうとする明るい兆しが感じられる

一年でもありました。 

 さて、新年をどのようにお迎えでしょうか。１月８日に「二十歳を祝う式」が開催さ

れました。昨年４月１日から成年年齢が１８歳に引き下げられ、上田市では二十歳にな

った方を対象に式典を開催いたしました。今年は、成人者1,497人の皆さんが人生の輝

かしい門出を迎えられ、大人の仲間入りいたしました。式典では、成人代表から「誓い

の言葉」として決意が述べられ、これからの社会を担っていく若者に大きな期待と希望

を抱くことができました。成人の皆さんの今後のさらなるご活躍を祈念いたします。 

２ 少年補導委員について 

今期の委員の皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けて､

思うような活動ができない２年間であったかと思います。そんな中でも、活動の縮小に

向かうのではなく地域の補導活動や環境チェック活動のほか、理事会では常に何ができ

るのか議論してくださいました。改めて、皆様の意識の高さと主体的な取組に敬意を表

するとともに、深く感謝申し上げます。 

３ むすびに 

今年度で少年補導委員を退任される方もおられるかと思います。改めて感謝申し上げ

るとともに、今後も、それぞれの立場で、青少年の健全育成に対しご理解ご協力いただ

きますようお願いいたします。 
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県将来世代応援県民会議会長表彰 
おめでとうございます 

令和３年度の長野県青少年補導委員会連絡協議会長表彰に続き、今年度、長野県

将来世代応援県民会議会長から 上田市少年補導委員会の 星野委員 が表彰されました。

少年補導委員として長きにわたって青少年健全育成の活動に貢献されました。 

おめでとうございます。 

令和４年度表彰  星野 兼徳 さん（別所温泉）上田市少年補導委員歴 11 年 



～ ～ 上田市の 輝く児童・生徒たち ～ ～ 

11.27  青少年 善行 表彰式  ＆「家庭の日」作文表彰式 

上田市では青少年の健全育成のために、少年補導委員に

よる街頭活動の他に、地域社会での青少年が自ら活動する

善行や、明るく健やかな家庭づくり を推奨しています。 

去る 11 月 27 日(日)、上田創造館文化ホールにおいて、

土屋陽一市長、峯村秀則教育長が出席し表彰式を行いまし

た。善行は４団体･２個人、優秀賞作文７名･優良賞作文

11 名に表彰状が贈られ、市長･教育長からは温かな激励の

言葉をいただきました。「家庭の日」最優秀賞の作文 と 

善行表彰の皆さんを紹介します。 

「家庭の日」最優秀賞作品 

青少年 善行表彰 のみなさん（順不同） 
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上田第五中学校 ３学年 
コロナ禍において、誰もが学校
に通いやすい雰囲気をつくるた
めに、全生徒分のシトラスリボ
ンを作り、差別や偏見をなくし
思いやりの心を育む実践活動を
行っています。 

奈良尾育成会 中学生 
コロナ禍で２年間中止になった
地元育成会 伝統行事の「肝試
し」を、これからも続けていっ
てほしいという願いを後輩に伝
えるために奮起し、仲間と協力
して復活させました。 

藤田さん(高３) 
地元愛をもって様々な活動に積
極的に参加し、自らの視点で発
見した上田市の魅力を、ＳＮＳ･
学校刊行物･地域の広報活動な
どで広める活動を行っていま
す。（HN まよい さん） 

平林さん(小６) 
雨に打たれてひとりで歩く(３
歳くらいの)幼い女の子を偶然
見かけて、勇気をだして歩み寄
って優しく声をかけ、その子が
迷子とわかると、家まで寄り添
って送りとどけました。 

ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ in Ueda H.S. 
貧困に関心を抱いた上田高校生
徒が集まり、生活に困っている
方々を応援するために自分たち
ができることを考え、フードバ
ンクの活動を社会と繋がりなが
ら実践しています。 

上田千曲高校 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ班 
長年にわたってカンボジアに井
戸を新たに設置する支援や、地
域の福祉活動･環境美化活動、平
和学習のガイドボランティアな
ど多岐にわたる地域貢献活動を
積極的に継続しています。 



 

長野県 青少年補導委員会 ･ 青少年補導センター 
10月 21日(金) オンライン 研修 から 

２年有余にわたりコロナ禍が続く状況下で、子どもたちとスマホをめぐる諸問題に

ついて、子どもたちが現在置かれている状況を考察し、今後の健全育成に役立てる

講演会がオンライン開催されました。 

テーマ「スマホ時代のこどもたち」 

兵庫県立大学 環境人間学部 人間形成コース准教授 竹内 和雄 先生 

の講演内容の一部を紹介します。 

》 時代の流れ・・・ 

〇 幼児が レコードを聞く､ビデオを見る 

→ YouTube(スマホ･ネットありき)の生活 へ 

〇 学校生活がケンカの舞台 

→ 対戦ゲームの中やボイスチャットが舞台に 

》》 ネット依存の始まりは・・・ 
〇 女の子…ＳＮＳから(インスタ：見た目の魅力) 

〇 男の子…圧倒的にゲームから 

》》》 スマホ(ネット)ありきの生活 へ・・・ 

時代に あらがえない 子どもたち 

『常識･社会通念』が変化！ する時代へ 

 
「伸びよう 伸ばそう 青少年」「青少年は地域社会からはぐくむ」 

 長野県青少年健全育成県民大会 12月 17日(土) 飯田文化会館 ホール 

 主催 長野県子ども・若者育成支援推進本部 長野県将来世代応援県民会議   

令和４年度「少年の主張長野県大会」          「飯伊童謡･唱歌をうたう会」「追手町小学校合唱団」コラボ合唱 

長野県知事賞受賞作品 発表 
「よりよい子育てのためにできること」 
 諏訪清陵高等学校附属中学校 ３年  國 枝 耕之介 さん ※ 

現状報告 
・「南信州飯田おもしろ科学工房の歩み」 

南信州飯田おもしろ科学工房 代表  三 浦 宏 子 氏 

・「創立 50周年を迎えて」 
一社 長野県子ども会育成連合会会長  宮 澤 淳 治 氏 

講 演 

「いま、求められている性教育とは」～地域で、家庭で、学校で～ 
一橋大学等非常勤講師  一般社団法人“人間と性”教育研究協議会代表幹事  『季刊セクシュアリティ』誌編集長  

水 野 哲 夫 氏 ※※ 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

※  「少年の主張長野県大会」発表   URL:http://www.himawari-nagano.net/syonen-claim.html (httpサーバーです) 

   中学３年生の 國枝さんは、県知事賞受賞作品「よりよい子育てのためにできること」を基に、大会テーマにあわ

せて、自らの言葉で語りかけるように堂々と発表しました。 

   赤ちゃんの大きな泣き声を耳にした時に感じた疑問から、現代の状況を分析して、自身が考える理想 

の社会像を述べました。 そして、自らが実践している行動と心がけを紹介し「行動連鎖」「優しく見守 

る社会」の実現をうったえました。  （サイトには、長野県大会入賞者の皆さんの全発表動画が掲載されています ⇒） 

※※ 「いま、求められている性教育とは」～地域で、家庭で、学校で～ 

水野先生の講演内容 は、紙面の都合から次号で紹介する予定です。 

 講 師 紹 介 

公立中学校で 20年間，生徒指導主事等を担当。寝

屋川市教委指導主事を経て 2012年より現職。 

生徒指導を専門とし，ネット問題，いじめ，不登校等，

課題を持つ子どもへの対応方法について研究してい

る。 

文科省学校ネットパトロール調査研究協力者，総務

省青少年インターネットWG構成員，総務省（近畿総

合通信局）「スマートフォン時代に対応した青少年のイ

ンターネット利用に関する連絡会」座長。 

Facebook(takekaz0205) で情報発信しています。

https://takekaz0205.jp/



少年補導委員会の愛称です。 (令和３年４月より)

 日 曜 ２  月　活　動　班  日 曜 ３  月　活　動　班

1 水 東部Ａ　東部Ｂ 1 水 卒業式(上田高､上田染谷高､上田東高)

2 木 神川Ａ　神川Ｂ 2 木 卒業式(丸子修学館高､さくら国際高)

3 金 南部Ａ　南部Ｂ　 3 金 卒業式(上田千曲高)

4 土 中央Ａ　中央Ｂ 4 土 卒業式(上田西高)

5 日 塩尻 5 日

6 月 6 月

7 火 北部Ａ　北部Ｂ 7 火

8 水 西部Ａ 8 水

9 木 西部Ｂ　西部Ｃ 9 木 理事会･全体研修会<上田創造館>

10 金 城下Ａ　城下Ｂ 10 金

11 土 神科Ａ　神科Ｂ　　 11 土

12 日 豊殿　東塩田 12 日

13 月 13 月

14 火 中塩田Ａ　中塩田Ｂ 14 火

15 水 西塩田　　別所温泉 15 水 卒業式(中学校)

16 木 川辺泉田Ａ　川辺泉田Ｂ 16 木 卒業式(小学校)

17 金 川辺泉田Ｃ 17 金

18 土 川西Ａ　川西Ｂ 18 土

19 日 内村　　　　　　　　　【家庭の日】 19 日 　　　　　　　　　　　【家庭の日】

20 月 20 月

21 火 丸子中央Ａ　丸子中央Ｂ 21 火

22 水 依田　長瀬　塩川 22 水

23 木 長　傍陽　本原   23 木

24 金 武石 24 金

25 土 25 土

26 日 26 日

27 月 27 月

28 火 28 火

29 水

30 木

31 金

　令和５年　２月～３月　　　　 　  街 頭 補 導 計 画　　　　　　　上田市少年補導委員会

事務局からのお知らせ

３月９日(木) 少年補導委員会全体研修会 のお知らせ

 ※ 年度当初の計画から 日程会場が変更 になっています

　・会場　：　上田創造館 文化ホール

　・日程　：　17:00～　理事会
　　　　　　　18:00～　全体研修会･地区別懇談会
　　　　　　　（19:30 終了予定）
 任期をしめくくり､次期活動を考える まとめの研修会です。
 返却物品については､会議通知で詳細をご案内します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.city.ueda.nagano.jp/
 ※ 補導活動の報告書は 活動後１週間以内を目途に御提出ください。   　　 　　soshiki/shogaku/36041.html

この計画はあくまでも目安です。

各班の実情にあわせて、計画をよろしくお願いします。

補導委員の皆さんへ(2)

あいさつ運動･卒業式･街頭活動

等で３月中にｵﾚﾝｼﾞﾕﾆﾌｫｰﾑを使

用する場合は、活動終了後に指

定封筒を用いて、郵送(料金受取

人払い)で返却をお願いします。

令和５年度の後任の方へｵﾚﾝｼﾞﾕ

ﾆﾌｫｰﾑを班内で直接引き継いで

いただいた場合は、研修会の際に

『直接引継』をお知らせください。

補導委員の皆さんへ(1)

ｵﾚﾝｼﾞﾕﾆﾌｫｰﾑは指定封筒を用い

て原則として研修会（3/9）の際に

返却をお願いします。
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